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　11 月に行なわれた VHJ の職員交
流研修会で、講師としてトヨタ自動
車の技監をされている林南八氏をお
招きし、トヨタの生産方式の本質に
ついての話をしていただいた。天下
のトヨタ自動車と私たち近森会グ
ループの発想の基本がまったく同じ
であることに驚かされた。
　たとえば、病院は「早い、安い、
うまい（上手に）」の吉野家の牛丼
であるとかねてからいっていたが、
トヨタのモットー「良いものを、安
く、タイムリーに」とは、求めてい
るものが共通していると感じた。
　さらに、「不良品ゼロへの挑戦」
については、空床ゼロということで

トヨタの生産方式

近  森   正  幸

あり稼働率 100％への努力というこ
とになる。アメリカへ初進出したと
きに直面したのは、100 を越える職
能を徹底的に見直す必要に迫られた
ことだった。これも、専門職、たと
えば医師にしかできない仕事の明確
化に通じる。
　労働や設備、材料などのトータル
の生産性を上げないと原価は下がら
ないということも、チーム医療で生
産性を上げ、コストを下げることに
つながる。とはいえ生産性は車が売
れてなんぼであり、病院も患者さん
がきてくれてこそ成り立つのであ
る。
　そして、製造業も、病院のような
医療サービス業も、もっとも大切な
ことは「人づくり」であると改めて
思い知らされた。
　職場力、企業力の源泉は各部門を

「スルーに連携する力」であり、病
院ではチーム医療になる。そんな
チーム医療を全国トップレベルで実
践している近森会グループを、心の
底から誇りに思う。

理事長・ちかもり　まさゆき

近森会グループ     看護部    教育委員会  委員長

2008年 9月 30日に開かれた第1回日程調整と実習充実のための会

5施設看護臨地実習受け入れフル稼働
岡本 充

じゅんこ

子

内容充実を目的とし て実習連絡会日程調整と

度の実習日程調整と
実習内容の充実を目
的とした打ち合わせ
の会を開催しました。
　今回は、お忙しいなか、医師会看護専
門学校、高知中央高等学校、高知女子大
学、高知学園短期大学、龍馬看護ふくし
専門学校の先生方が参加してくださり、
近森会グループからは看護部長、各院の
総看護師長、近森会グループ教育委員長
である私と各院の教育代表者が集まりま
した。看護部長より開催趣旨の説明を行
い、参加者の自己紹介から始まりました。
　まずは、次年度の日程調整から行って
いきましたが、重なる部分はそれぞれが
自校の実習内容と他校の実習内容を考慮
しつつ調整を行ってくださり、予定時間
を超過しましたが、おかげさまで次年度
の実習スケジュールが完成しました。
より充実した実習受け入れへ
　また、実習内容の充実を図る意味で、
学校単位で決まった病棟でのみの実習と
なっており、実習中に体験できる内容に
偏りがあるのではないかとの考えから、
次年度より実習病棟を換えることとし、
定期的に実習病棟を換えていくことで、
より多くの学びが得られるようにしてい
くことにしました。
　初めて実習校の先生方に一同に集まっ
ていただきこのような会を開催しました
が、実習校と実習病院が協力してよりよ
い実習を行っていくための話し合いが行
え、有意義な会になったと思います。こ
の会を通して、実習内容自体について
の中身の濃い意見交換もできたと思って
います。実習にこられた学生さん達が有
意義で楽しい実習ができ、こんな病院に
就職したいと思えるような病院となるよ
う、今後とも実習内容の充実を図ってい
きたいと思います。

の思いで実習を受け入れてきました。
実習受け入れ連絡会の必要性
　そこで、2008年9月30日、2009年

日程調整の難しさ
　看護部ではこれまで県
内の看護師養成校 3 校
から実習生の受け入れを
行ってきました。昨年度よ
り実習校が増え、各校の学
生数の増加などもあり、日
程や部署配置の調整が難
しくなってきました。
　また、実習での学びは学
生個々の看護観を育て、今
後の看護師としての基礎を作る大事なも
のであり、当院での実習が学生さんに良
い学びを提供できる場となって欲しいと
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聴診器  讚歌
　私は循環器科医なので聴診器に
は思い入れもあり、書くことはた
くさんありますが、つい、いま使
用している聴診器は何代目なのか
と考えてしまいました。
　学生時代から数えれば6代目に
なりますが、私の聴診器履歴を書
いてみます。
　私が学生時代には、象牙のベル
型で2本の長いゴムの管がついた
聴診器をよくみかけました。管は耳に
当てる部分まで左右別々で、耳からポ
ロリと落ちやすく、コツをつかまない
と使用が難しいものでした。さすがに
大学では使用している先生はいなくて、
学生時代に購入した最初の聴診器はベ
ルと膜型の部分が直角についている国
産の安いものでした。管の部分が2本
のビニール製でちょっと硬いなど難点
がありました。
　研修医になり、そして医員になった
頃にリットマン型の国産品を購入しま
した。現在ではごく普通の、ベルと膜
面が反対側にあり、管は1本のもの
です。循環器を専攻するようになって
3
スリ‒エム

M の本物のリットマン聴診器に替え
ました。当時はこれがすごくスマート
に見えました。
　この頃、私の恩師になる橋場教授(現
在は名誉教授 )が米国から帰国して、
みたこともない立派な聴診器を使用し、
聴診所見には非常にウルサクなりまし
た。これが名品の英国はリーサムの聴

と 私 内科  部長 深谷  眞彦

もういまでは
これはずいぶん
一般的ですよ～

　11月11・12日、東京都都市センター
ホテルにおいて第19回VHJ（Voluntary 
Hospitals of Japan）の職員研修会が行わ
れ、12日には研修会において近森理事
長の提案により初めて「NST（栄養サポー
トチーム）分科会」が設立されました。
　当日は、会員病院から約50名の医療
スタッフが集まり3時間という長い研修
会でしたが活発な討論があり時間が足り
ないくらいの熱気がありました。
　研修会にあたり会員病院に事前アン
ケートを実施しその結果を発表させてい
ただきました。結果はNST症例数にお
いて平均421症例（1年間）であり、最
大3648症例（近森病院）、最小23症例
と大きな格差がありました。
　また、カンファレンス回数は平均 2.47
回（1週間）であり、最大は14回（近
森病院）でありました。VHJ会員病院は
医療の質が高い病院ばかりであり、多く
のチーム医療が展開されていることが示
されていましたが、その中でも近森病院
NSTが数多くの症例をサポートし積極的
に活動していることが分かりました。
　研修会では、手稲渓仁会病院、亀田総
合病院、洛和会音羽病院、麻生飯塚病院、
近森病院からの取り組みや課題、将来
への展望を発表していただき、各々の素
晴らしい発表とNST導入効果が示され、
私たちが今後、進むべき方向性を見い出
せたと思います。
　近森病院からは真壁科長が報告し、た
くさんのご質問をいただき、「注目され
ているNSTに成長できた」と実感した
次第です。
　今後は情報交換や交流を深め、NST中
核病院としての責務を全うし、全国の患
者さんに栄養サポートをさらに広げて行
こうと誓い合い閉会しました。

診器でした。大きなベルと膜面の部分
が直角についていて、ゴムの管は2本、
大きく重いが風格十分でした。私は負
けじと大枚をはたいて高額なリーサム
を購入。欠点は非常にかさばることで、
白衣のポケットが窮屈に膨らんで、重
いので下にずしりと下がるのでした。
せっかくの白衣姿が非対称になりまし
た。性能は聴診器の最高峰といってい
いもので、当時の私は心音図などで確
認しながら聴診技術を磨き、橋場先生
に負けないようにと頑張りました。最
も思い入れがあり、最も長期間使用し
た聴診器でした。
　リーサムが壊れて5代目は、3Mの
リットマン改良型にしました。改良型
はごつくなりましたが性能と手軽さが
両立していて、白衣のポケットにもな
じみます。高知県に帰ってきて数年後
にこれが壊れたので、同型の色違いを
6代目として現在に至っています。
 なんだか独りしみじみと懐かしんでし
まいました。スミマセン。

VHJ（Voluntary Hospitals of Japan） NST（栄養サポートチーム）分科会を開催

患者さんに、より適切な栄養サポートを !
そして何より幸せを !

近森病院
主幹

臨床栄養部  部長 宮澤  靖

右端に立つのは座長を務めた宮澤臨床栄養部部長

発表者の皆さん、左から順に、
麻生飯塚病院の林勝次さん、洛
和会音羽病院の佐々木由美さん、
亀田総合病院の片多史明さん、
近森病院の真壁昇さん、手稲渓
仁会病院の大塚真奈さん

NST 分科会のようす

※特定非営利活動法人 VHJ 機構は、
医療の質の向上等を図るため、自
主的な研究活動を全国的に展開し、
データベースの構築や情報の提供、
また啓発活動などを通じて、保健・
福祉の向上に寄与することを目的と
して、平成 16 年 2 月 16 日に認証を
受けているNPO法人です。
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見えなかった
                    骨固定材料が見える !

西本  早
さ き

輝子
こ

文  近森リハ病院 言語療法科

水 仙
●12月の歳時記●

12月は、花が一番少ない季節です
が、新年に向けて水仙が咲き始め
ます。水仙は、本州・九州の海
岸沿いに野生化し、「雪中花」と
も呼ばれ、花の少ない冬を代表
する花の一つです。ギリシャ神話
で、美少年ナルシッサスが水面に映

る自分の姿に見とれ、そのまま花になってしまっ
たのが水仙だと言われているそうです。
　水仙は、園芸品種も多いのですが、日本に古来
からある水仙はとてもよい香りがします。日本水
仙は12月頃から咲き始め、お正月の生け花にも
よく使われます。

　最近、頭や顔の骨の手術で、生体内で
分解・吸収される固定材料が開発され、
日本でも使用可能となりました。
　十分な固定力があり、後日、除去する
必要がありません。当科でも、顔面骨骨
折の手術の理想的な骨固定材料である
と考え、積極的に使用しています。　
　レントゲンに写らない性質があり、
CTなどの検査でも、チタン製のように
観察したい部分の邪魔をすることがあ
りません。これは、頭の手術後の脳の画
像診断時には、大きなメリットだと思わ
れます。
　ところが、骨折の手術後に整復した状
態に変化が生じた場合の固定材料の観
察や、吸収過程で炎症反応が出現した時
の固定材料の状態が観察できないなど
のデメリットもありました。
　そこで、画像診断部に、見えない吸収
性骨固定材料を見えるようにできない
か依頼しました。
　近森魂で、根気良く、粘り強く取り組
んでもらった結果、恐らく世界で初めて、
3次元CT画像上での描出が可能となり
ました。
　欧米では10年程前より使用されてい
ますが、同様の報告はないようです。
　去る9月7日。第56回日本形成外科
学会中国・四国支部学術集会で中川以都
香診療放射線技師が堂々と発表し、各施
設より大きな反響をいただいています。

近森発！ 世界初！？
顔面骨骨折に関する
学会発表の紹介 画像診断部の

精力的な取り組み

形成外科 部長

赤松  順

　また、患者さんへ説明する場合も、大 変わかりやすくなりました。感謝 !

  3次元CT画像における
 生体吸収性プレートの描出

　形成外科の赤松先生から「一般にはX
線写真やCT画像に写らないと言われて
いる生体吸収性の骨接合材を最近手術
で使用し始めたのだが、何とか画像上で
観察できるようにならないだろうか」と
いう依頼を受けたのは、今年の春でした。
そこで、田中宏親放射線技師と共に検討
を始めたのです。
　生体吸収性骨接合材とは、近年開発さ
れた新しい骨接合材で、金属製のものと
は違い骨接合材自体が分解・吸収される
という大きな利点をもっています。
　現在、近森病院で顔面骨骨折などの手
術に用いられているのは、ポリ‐L‐乳
酸‐ポリグリコール酸コポリマー骨接合

材（※つまり水と二酸化炭素の固まり）
です。しかし、この骨接合材はX線を
透過するので、X線写真や通常のCT 画
像で観察することができません。
　そこで私たちは、CT画像から3次元
CT画像を作成し、画像処理をすること
によって骨接合材が観察できるように
ならないか検討を重ねました。そして
様々な処理を試した結果、VR opacityと
いうパラメーター（下の写真）を、骨接

画像診断部 診療放射線技師

中川  以
い つ か

都香

右は田中宏親さん

合材と骨接合材が固定されている骨表
面以外を消去するように調整すること
によって、骨接合材が画像上で観察でき
ることを発見しました。
　このことは、それまで画像上で確認で
きなかった骨接合材の分解吸収の状態
を観察できるようになり、術後の経過観
察に非常に有用であると考えられます。
このように画像上でこの骨接合材が観
察された例は報告がなく、現在論文投稿
中です。

→

→ →処  理  前 処  理  後

→ →

【註】→の先と赤い枠の中に注目してください

千光士  可苗画 
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　法人内で歯科衛生士
がチーム医療のスタッ
フに仲間入りし7年目
を迎えようとしています。
スタッフの口腔ケアに関する意識もず
いぶん変わってきました。摂食嚥下委員
会の活動や口のリハビリ認定講座の開
催も年々充実してきており、口腔ケアの
リーダーシップを担う看護師が増えて
きていることは歯科衛生士にとっては
大変心強いことです。
　口腔ケア=歯磨きだけではなく、口
腔ケアには幅広い意味があり、メインは
口腔衛生状態の管理ですが、口腔ケアを
通して口のストレッチや表情づくりそ
して安全に口から食べられるように支
援すること、肺炎予防のための全身のリ
スク管理と目的は様々です。歯科衛生士
はただ単に口の中だけをみるのではな
く、口から全身を見るという視点で多職
種と連携をとりながら日々口腔ケアに
臨んでいます。

回復期の口腔ケア

ケアのワンポイントアドバイス

近森リハ病院 歯科衛生士

楠 瀬 美 佐

実
習
生
が
作
っ
て
く
れ
ま
し
た
！

新 シ リ ー ズ ★ 近 森 会 交 友 録 エ ッ セ イ

 　私が近森病院に伺うようになったのは、まだ時代が昭和だった時で、
付き添い看護から基準看護に変えるための準備をしている時だった。大
学の先輩である梶原看護部長に声をかけていただき、看護記録や看護過
程についての院内教育に係らせていただいた。高知県内の民間病院では
まだ付き添い看護が主流で、基準看護を標榜している公的病院にさえ「付
き添いさん」がいた時代である。
　私自身は看護師だけでケアするのが当たり前という急性期病院での経
験しかなく、高知の病院の状況とのギャップに驚かされていたので、近
森の変わろうとするエネルギーを強く感じたことが印象に残っている。
　後に回復期リハ病棟の制度化に大きな役割を果たすことになる近森リ
ハビリテーション病院ができてからは、学生実習でもお世話になった。
在宅総合ケアセンター近森の開設とその後の閉鎖は、その存在が大きかっ
ただけに、地域の老人医療を考える上で非常にインパクトの強い出来事
であった。
　あれから20年余り、日本中で「近森」の名前は有名になった。院内
研修や研究指導、コンサルテーションと多くの場面で係らせていただき
ながら、「近森」の変化にお付き合いさせていただいてきたが、そこで働
くスタッフのよりよいケアをしたいという気持ちは変わっていないと思
う。これからも地域医療の中で必要とされる次の時代のサービスの開発
に果敢にチャレンジしていく「近森」であり続けてほしいと願っている。

あれから 20年あまり… 
新
シ
リ
ー
ズ
●
近
森
会
グ
ル
ー
プ
が
日
頃
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
県
内
外
の
方
々
か
ら
、エ
ッ
セ
イ
を
寄
せ
て
い
た
だ
く
コ
ー

ナ
ー
で
す
。
ど
ん
な
お
話
が
展
開
さ
れ
ま
す
や
ら
。
読
者
の
皆
さ
ま
も
ぜ
ひ
お
楽
し
み
く
だ
さ
〜
い
！
（
ひ
ろ
っ
ぱ
編
集
室
）

医療法人社団 輝生会  初台リハビリテーション病院  教育管理部長 井上 郁

高知女子大学家政学部看護学科を卒業し、看
護師、保健師として勤務の後、渡米。1983 年
カリフォルニア大学サンフランシスコ校看護
学部修士課程 (長期ケア /老人看護学専攻 )を
修了し、修士号取得。帰国後、再び病院勤務
で老人及び慢性疾患患者のケアのスペシャリ
ストとしての役割をとる。
その後、高知女子大学に講師、助教授として
勤務。再渡米して、1995 年オレゴンヘルスサ
イエンス大学看護学部博士課程 ( 老人看護学
専攻 ) 修了し、博士号取得。
帰国後再び高知女子大学に教授として勤務。
2004 年より医療法人社団 輝生会 理事。同法
人初台リハビリテーション病院に勤務。2005
年より現職。日本老年看護学会 理事全国回復
期リハビリテーション病棟連絡協議会 理事

2008 年度職員旅行

　回復期の口腔ケアは急性期の口腔ケ
アとは違って患者さんの全身状態も安
定しており、口腔内環境も変化してきま
す。したがって、口腔ケアを通して口腔
機能訓練などをケアメニューに加え、で
きるだけ口から美味しく食べられるよ
うな支援づくりを行っています。
　元々の習慣や患者さんのADLも考慮
しながらケア物品の提供や口腔ケア方
法のアドバイスを行います。また、歯科
の介入が必要な患者さんはかかりつけ
歯科や地域協力歯科と連携をとりなが
ら積極的に歯科受診を行っています。
　急性期から回復期へと歯科衛生士間
で連携がとれ、できるだけ早期から歯
科衛生士が介入し、きれいな口腔内が保
持できるようバトンが手渡されていま
すが、回復期の私たち歯科衛生士の役割
は、入院中に保持できていた口腔内環境
を維持できるよう、今後、在宅、転院先
の施設へバトンを送っていくことです。

▼

その 2

●能登•和食温泉へ（10.22 ～ 24）

●東京ディズニーリゾートへ（全 3班）

▲ちょうど岡村奈保師長（前列左から4人目）の
誕生日で、みんなで盛大にお祝いした！

▼能登半島を代表する景勝地能登金剛のシンボル
は、 高さ15m、幅6m、奥行き60m
のこの「巌門（がんもん）」

▲能登の夏秋祭りの御神灯＝キリコがいっぱい
キリコ会館で
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柑橘類と鮮魚刺身
     のイタリアン

川 添  曻

管理部長の
ヘルシー美食 １こだわり

臨床栄養部 科長吉田妃佐

　最近ダイエットやメタ
ボ対策など巷間喧（かま
びす）しいが、先日『ひ
ろっぱ』編集委員会で理
事長より「ヘルシー美食」
シリーズにしてはどうか
との発案―つまり命令が
下され、不本意ながら続けてみること
にした。時には何がヘルシーだという
レシピが出るかも知れないが、その節
はご容赦いただきたい。

〈 作り方 〉
①あまり甘くない柑橘類の袋から果
肉を取り出しておく。
②白身魚 (タイでもヒラメでも )とタ
コを薄作りにし、その他の具材とし
てアサリなどの貝の類や甘エビ・ユ
デカニのムキミなどもいいかもしれ
ない。
③②に塩をして冷蔵庫で少し置く。
④③と①にオリーブオイルをからま
せて、味がボヤケているようであれ
ば、レモン汁や塩で味を調える。食
べる寸前に冷蔵庫から取り出す。
〈 食べ方 〉
　ブロッコリーやカリフラワー・人
参・きゅうりなどをボリボリ食べな
がらその合い間にこの刺身を食す。
そして、スパークリングワインをグ
ビグビ飲る。
　何かヤケクソみたいだがその感じ
を噯 ( おくび )にも出さないでひたす
らニコニコして食す。
　美味しい野菜とお酒と楽しい会話。
この三つが美食の原点だと思う。
　忘年会シーズンに突入である。暴
飲暴食はくれぐれも慎みたいと自戒
している。

画

治療機器と部門システムを
つなぎ、画面で集中管理

これは新館玄関
横のツリーで
す。今年も四
国管財の皆さ
んと施設用
度課スタッ
フが協力
し、キレ
イな灯が
灯りま
した。

メリー
クリスマス

　2002年 4月から、7階の腎透析セン
ターでは院内の電子カルテ化にあわせて

「透析支援システム」が導入され、患者
さんの治療データがパソコン登録される
ようになった。さらに、この秋からは、
もっと進んでデータ入力作業のいわば

「全自動化」が図られることになり、ス
タッフの端末器械への数値データの転記
作業が一切廃止されることになった。　
　電子カルテになると、スタッフはパ
ソコンの画面ばかりを見ているように
思われるかもしれないが、患者さんの

データがそのままパソコンに登録され
ることになった分、スタッフの手間は
大幅に省け、スタッフは患者さんのベッ
ドサイドで過ごす時間が従来より多く
確保できることになった。
　さらに今回、より使いやすいシステ
ムにするために、透析治療そのものを
よく知る看護スタッフが、臨床工学技
士と力を合わせて血液浄化記録の血圧、
脈拍、体重、除水量などの記録をパソ
コン上で、いちどに確認できるような
画面を作った。
　これらによって、透析記録の転記や
展開にかかる時間が減ることになり、
この時間を利用して、人員の補充をせ
ず、糖尿病の外来患者さんのフットケ
アに取り組んでいる。

新シリーズ♥♥♥●ユニバーサルスタジオ
ジャパンへ（10.18 ～ 19）

●ニュージーランドへ（10.27 ～ 11.1）

業界初！？

●能登•和食温泉へ（10.22 ～ 24）

腎透析セ
ンター

今回は、南北二つの本島の
南の島の東海岸に位置する
クライストチャーチへ

▼ロストワールド探検のワイトモ洞窟へ向かう途中、
イメージしていた通りの牧歌的な風景を堪能できた

　まるで託児所
がそのまま移っ
てきたような…

▼

▼観光名所のモナ•ベール庭園で▲

NZの馬の乗り心地に満足♥

▲能登の夏秋祭りの御神灯＝キリコがいっぱい
キリコ会館で

▼

血液浄化記録の血
圧、脈拍、体重、除
水量などの記録をパ
ソコン上で一度に確
認できるようになっ
たパソコン画面▼
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昇格

　精神科医療の、『入院から在宅へ』と
いう厚生労働省施策は急速な勢いで進
んでいます。今後一層、患者さんの退院
後のスムーズな在宅生活への移行が求
められており、そのお手伝いを当ステー
ションはさせていただいております。こ
れまで利用者の皆さんがご自身の力で、
自分らしく地域の中で生活されている
姿に感銘を受けつつ、ともに悩み考え、
笑い喜びしながらの日々であったと思
います。
　私は平成7年に近森会管理部に就職
し、「精神科看護がやりたい」という希
望にて退職・進学・再就職というわがま
まを受け入れていただきながら、周囲の
皆様のおかげで今の仕事とともにある
と感じております。
　このたび責任ある役割をいただき、悩
み、いまだ不安もいっぱいではあります
が、引き続きご指導、ご鞭撻いただきな
がら一歩ずつ進んでまいりたいと考え
ております。これからも利用者の皆さん
の、少し後方からの伴走者として、応援
させていただきたいと思いますのでよ
ろしくお願いいたします。

訪問看護ステーション ラポールちかもり

久保  博美

乞熱烈

応
援

所長

しました。

主役である利用者の
 皆さんの伴走者として

　「近森会の新人ソーシャルワーカー
は白衣を着る」という伝統がありま
す。私が近森会に就職して、1年半
経ちましたが、先日ようやく白衣を
卒業しました !「気合入れて頑張る
ぞ!」と日々の業務に取り組んでいる
のですが、白衣を卒業したことで少
し悩んでいることがあるのです。
　それは「仕事用の服選びとアイロ
ンがけ」です。私服選びとは違い、ソー
シャルワーカーとして病院で働いて
いるので「好きだから」という理由
のみではいけないと……と選んでい
るはず……。が!実はかなり大ざっぱ

（A型ですけど）な性格が災いし、「まぁ
いっか」と試着なしで選びたい自分
と、「いやいや、ちゃんと考えて買わ
ないと」という自分がいつも格闘し
てしまいます。
　その結果、私服を買うよりも時間
がかかっている状況です。それに加
え、シャツのアイロンがけ……。ア
イロンかけなんて、恥ずかしながら、
高校の野球部の背番号以来 !?な訳で

して、これがなかなか難しい !白衣
を着ていた頃は隠れていたシャツ
……今は毎日格闘中でございます。
アイロンかけが上手くなる方法はな
いですかねぇ……?
　業務以外に時間をとられるのは大
変ではありますが、一年前には味わ
えなかった大変さです。白衣を卒業
するに至るまでの間ご指導いただい
た方々に感謝しながら、日々、アイ
ロンと格闘していきたいと思います。

仕事用の服選びとアイロンかけ
近森リハ病院  医療相談室

小 野 川  剛
つ よ

史
し

リレーエッセイ

こ
ん
な
風
に
毎
日
格
闘
中
で
ご
ざ
い
ま
す
、
ト
ホ
ホ
…

コーチングの
功

キラリと光る看護看護部

看護部長 梶 原 和 歌

ものは、他人に認められることを渇望
する気持ちがある」ことを理解し、話
を聴くことが相手を受け入れる承認の
メッセージとして相手に伝わるという
ことで、まずは自分自身を承認するア
ピールなどを語り、笑いころげました。
　また会話の中で現状を知るための質
問や目標・動機を知るための質問、障
害やサポートできることは何なのか質
問して行動を促す質問のあり方などを
体験し合いました。
　研修終了後のアンケートでは「グ
ループワークがとても良かった・良
かった」が 96%・普通 4%、「自分の
部署で活用できる・まあできる」が
94%・わからないが 6%、「今後参加型
の研修を企画して欲しいかどうか」で

　看護部では2008年11月1日（土）、
7 時間をついやして『コーチング』の
研修会をもちました。講師は札幌学院
大学総合教育センターの北田雅子先生
です。コーチングは「相手の自発的な
行動を促すためのコミュニケーション
技術」といわれています。
　ほとんどの時間を3~4名が1グルー
プになり互いに他のメンバーと聴き合
い、つぎつぎグループをチェンジして
いく演習でした。
　聴く側の興味や先入観や劣等感など
の感情が聴覚のフィルターとなってい
ることを体験し、前提を持たない「ゼ
ロポジション」で聴くことの大切さを
実感しました。
　「人間の持つ性質のうちで最も強い

は 91% が企画してほしいと望んでい
ました。
　わずか 1 分でも真剣に集中して聴
き、内容を反復確認する方法でほぼ正
確に思いや情報をキャッチできまし
た。外来・ベッドサイド・仲間同士、
生かしあいたいものです。

その 43
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 近森病院  神経内科  医師 森 千
ち

祥
さ ち

 さん人物ルポ 24
9 ● 橋本   恵子   さんと

　脳や脊髄、末梢神経や筋肉の病気が対
象で、パーキンソン病をはじめとしたカ
タカナや漢字の難しい病名が対象疾患
に挙げられる神経内科。素人目にはいか
にも奥が深そうな内科だが、山﨑正博部
長から「要するに、頭の先から足の先ま
で全身を診ることが求められ、検査に頼
らず、病歴と診察所見から、きちんと診
療を行なう科」だと説明されると、少し
理解できた気になりはしないだろうか。
　山﨑部長から「症例数をいかに増やす
か、患者さんの訴えをいかにきちんと聴
けるかにかかっているが、エキスパート
に育ってもらいたい」と、熱い期待を寄
せられているのが今号のおふたり。

「
私
た
ち
よ
り
山
﨑
部
長
を
も
っ
と
前

面
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
く
だ
さ
〜
い
」と
、

そ
れ
が
こ
ん
な
ポ
ー
ズ
に
な
り
ま
し
た

飼
っ
て
く
だ
さ

る
方
を
探
し
て

お
り
ま
〜
す
♥

興
味
を
持
っ
て
く
だ
さ

る
方
、
ご
連
絡
く
だ

さ
〜
い
♥
♥

と発症の関係にも興味が湧くそ
うだが、近森病院で「臨機応
変の対応」を求められている
ことが、今後への何よりの財
産につながっていると話され
る。
　海や山や川、自然が大好き
で、クーラーやケイタイや、お
肉が大嫌い。農薬のかかって
いる危険性のあるものはでき
るだけ口にしたくないし、意
識のうえでは常に10年先、20
年先の生活を想定して過ごし
たい。つねにそんなことを思
われているせいかどうかは知
らないが、森先生の頬っぺの
透き通るような透明感は、で
きるだけ毒を体内に取り込ま
ず、自然により近い生活態度
に努められている成果！では
ないのだろうか。
　おじいちゃんに命名された

「千のおめでたいことがある名前（＝千
ち

祥
さち

）」の通り、「自分のやりたいことが好
ましい方向だと思ったら、時代が応援し
てくれる世になった」と、思える、誠に
天下泰平、シアワセな日々が流れている。

 橋本恵子先生の物語
　続いて写真の右、橋本恵子先生の物語。
先生が毎日を安寧に充実して過ごせる
根本には、どうやら幼稚園時代の先生の
存在がとてつもなく大きいらしい。つま
り、「どんな人にも愛情をいっぱいに降
り注ぎ、どんな子をも嫌うことがなかっ
た優しさ」がずっと心に残り、「いつも
何かあるたびに、あの先生のようになり
たいと思い続けて」今日に至っているの
だと、橋本先生の目は輝いている。
　恩師の存在を幼稚園時代にまでさか
のぼれるのが、橋本先生の純粋で幸せな
ところなのだろうが、「周りの皆さんに
支えられて」という言葉が何度も出てく
る謙虚さが、周りに幸せを運ぶ天使のよ
うに、橋本先生を見せているのではない
だろうか。
　父上は香南市の赤岡医院で内科や神
経内科を専門とされている。しかし、だ
からこそ「こんなたいへんな診療科は自
分には無理」だと思った時期もあったよ

▼

訴えに素直に耳を傾ける

森
千
祥
先
生
↓

橋
本
恵
子
先
生
↓

←山﨑正博部長

森先生の
いま一番の
癒したち

念
の
た
め

ア
ッ
プ
で

森千祥先生の物語 森千祥先生の物語
　まず写真左の森先生を理解するキー
ワードは「デトックス（毒を出す健康法）」
といえそうだ。当直明けの朝日の美しさ
にしみじみと感動し、お日さまに元気を
与えられたり、渡り廊下から見上げる青
い空で充電しているという毎日なのだ
から、「自分自身が納得のできる自給自
足生活が目標」となるのも頷ける。
　高校3年の4月、「漠然と将来は地震
予知や地質学の勉強をしたい」と思って
いた頃、たまたま父上が交通事故に遭い、

「もう助からんやろうと諦めていたのに
近森病院で助けられ…」。そんなことが
きっかけで医学の道を志すようになり、

「慌てて勉強を始め、ちょっとモタモタ
と」医学部に入り、以来「自分のやりた
いペースでやってきて」今日がある。「患
者さんとじっくり向き合い、病気の背景
にある生活を見つめて、なんでこの病気
になったのか根本を詰めていく」のが、
いまやりたいことだと感じている。
　患者さんの「思いグセ」のようなもの

うだが、研修を経て、「患者さんの困っ
ている状態を直接に聴き、そのうえで何
が原因なのか探る、そのなかなか診断の
つかない道のりの長さ」が、また神経内
科医の魅力にも繋がったようである。
　五人兄弟の上から二番目で、皆が医療
に携わる医療一家で暮らしてきた。小さ
い頃から学校の成績面にしても、「ずば抜
けたところはなかった」とはご本人の弁
だが、母上に「好きなことに関してはコ
ツコツ努力のできるタイプ」だと認めら
れたことが印象に残っているという。
　周りに分け隔てなく愛情を注いだ幼
稚園の先生や、コツコツ続ける努力を認
めてくれた母上など、橋本先生が「単純
で、色々なことがスーッと抵抗なく入る
タイプ」だとご自身のことを肯定的に思
える「素直さ」を武器にできるのは、そ
んな幼稚園の先生や母上の存在のおか
げなのだろう。

 二人の先生の物語
　神経内科医という職種にはきっと不
可欠の、「訴えに純粋に耳を傾ける姿勢」
を山﨑部長は「二人の先生の頼りにな
るところ」に挙げられたが、患者にとっ
て「安心して話を聴いてもらえる」のは、
何よりの救いになるに違いない。
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図書室便り
《2008 年 10 月受入分》

・内科学 第9版 / 杉本恒明 (他総編集)
・ハリソン内科学 第2版 / 福井次矢(他監修)
・臨床・病理 乳癌取扱い規約 2008年 9月 
第16版 / 日本乳癌学会(編集 )
・臨床・病理 原発性肝癌取扱い規約 2008
年2月 第5版 / 日本肝癌研究会(編集 )
・専門医のための精神科臨床リュミエール
4 精神障害者のリハビリテーションと社会
復帰 / 松原三郎 (責任編集)
・PFスタディ解説書 成人用 青年用 児童用 
/ 林 勝造
・入門医療統計学Evidenceを見出すために 
/ 森實敏夫
・SPSSによる医学・歯学・薬学のための統
計解析 第2版 / 石村貞夫 (他著 )
・介護保険・医療保険 訪問看護の手引き 平
成20年4月版 / 社会保険研究所(編集 )
《別冊・増刊号》
・画像診断 別冊 KEYBOOKシリーズ 知って
おきたい泌尿器のCT・MRI / 山下康行(編集)
・別冊 整形外科54 上肢の外科 -最近の進
歩 / 長野 昭 (編集 )
・別冊 医学のあゆみ 脳卒中のパラダイムシ
フト -Brain attack時代の最新の動向 / 内山
真一郎(編集 )
・デンタルハイジーン 別冊 健康で美しい口
腔をつくる歯科衛生士のための審美歯科入
門 / 宮崎真至 (他編著 )
・臨床スポーツ医学 Vol.25 臨時増刊号 予防
としてのスポーツ医学 スポーツ外傷・障
害とその予防・再発予防  / 臨床スポーツ医
学編集委員会(編集 )
・INFECTION CONTROL 2008年 秋季増刊 決
定版 現場を変える !徹底させる !手指衛生
パーフェクトガイド / 洪 愛子 (編集 )
《DVD・ビデオ》
・Audio-Visual Journal of JUA vol.14 No.4 / 日
本泌尿器科学会(監修 )

編 集 室 通 信
▼職員旅行も終盤に近づきました。どん
な体験がありましたか。パリに行かれた
方のなかにはルーブル美術館の肖像画「モ
ナリザ」に対面して感動された方もおら
れると思います。私はその微笑に負けな
い土佐の仏像の微笑みに香美市立美術館
で出会い、心底、癒されました。ダ・ヴィ
ンチの絵画も凄いけれど、平安時代・鎌
倉時代の湛慶などにより製作された木彫
りの温かい仏像たちや6体の神仏混合ユ
ニークなお地蔵さんの明るさに触れ、地
域の人々の暮らしや祈りのなかで保存さ
れてきた土佐の風土と文化遺産にも驚き
ました。明るい笑顔は病院にも必要です
ね。よいお歳を!(歌 )
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10
月
の
診
療
数

企
画
情
報
室

近森会グループ
　外来患者数
　新入院患者数
　退院患者数
近森病院
　平均在院日数
　地域医療支援病院紹介率
　救急車搬入件数
　　うち入院件数
　手術件数
　　うち手術室実施
　　　うち全身麻酔件数

18,181 人
789 人
791 人

14.60 日
82.42 %
389 件
203 件
399 件
264 件
161 件

※268号（11月）の7面「回復期リハ病
棟の評価」で、この春の診療報酬改定に
より「入院料が ① 1,740点、②1,690点、
③1,595点の3層構造となった」とすべき
ところ、番号を囲む○が欠落し、点数が5
桁になってしまいました。ごめんなさい。

     （ひろっぱ編集室）

お 詫 び

　オルソ4階病棟の最年長ナースで~す (̂ )̂。 4階は医師も看護師も他スタッフも
み~んなピチピチヤングの病棟です。もちろん師長もピチピチですよ (̂ .̂ )。
　わたしの唯一の趣味は絵を描くことですが……、最近は絵画教室と委員会と重

なっていて教室は休
みがち……それでも
今年は2作品仕上げ
ました。
　オルソで定年まで
働けることを目標
に、定年後はオール
ドパワー展に出品す
ることを楽しみにし
て、今はオルソで
オールドパワー全開
で頑張っています。

オールドパワー！？全開    わたしの唯一の趣味の話
わたしのこの一枚  近森オルソリハ病院4階病棟 上

か み む ら

村  絹子

写真展次回開催に向け
　シャッターチャンスのますます増え
そうな季節到来！といったこの頃、皆
さん、第 2回の写真展に向けて、写
真を撮りためて下さっていますか？

　近森会グループ
　コミュニケーション委員会


